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福岡大学病院歯科口腔外科における病理組織検査の統計的検討；

１９９８年１月１日から２００８年１２月３１日まで
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　要旨：歯科口腔外科において病理組織診断は確定診断とその評価を行う上で非常に重要である．今回，

当科で採取された病理組織検査症例について経年的に統計検索を行い検討した．対象は１９９８年１月１日か

ら２００８年１２月３１日の１１年間，１,２１７例（男性５８２例，女性６３５例）で，平均年齢は４８.３±２２.６歳であり２０代と

６０代にピークが見られる二峰性を示していた．男女比は１：１.０９であった．経年的に総症例数は漸次増加

傾向にあり２００８年にほぼ倍増していた．分類別でも同様の傾向が腫瘍性病変と炎症性病変に見られた．病

理診断結果は腫瘍性病変，嚢胞性病変と炎症性病変に３分類しそれを更に細分類化した．分類別の割合は

炎症性病変が４２.６％（５１８例）を占め，嚢胞性病変が３１.５％（３８３例），腫瘍性病変が２６.０％（３１６例）と続い

ていた．また，その特徴として腫瘍性病変では非歯原性良性腫瘍がその７５％（２３７/３１６）を占め，歯肉粘

膜の良性腫瘍病変が比較的多いと言えた．嚢胞性病変については歯原性嚢胞では radicular cyst が７４％

（１５４/２０８）を占め特に当科ではその割合が大きくなっていると言える．非歯原性嚢胞では粘液貯留嚢胞

（mucocele）が６８％（１１９/１７５）を占めていた．炎症性病変では chronic inflammatory（granulation）

tissue が４７％（２３７/５１８）を占め，次に Sj�gren’s syndorome が２３％（１２０/５１８），epulis ６.３％（３３/５１８）
と続いていた．この結果より当科で治療を行っている疾患の病理組織学的傾向が明らかにできた．
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